
                                                     

○日 時 平成 28年 10月 12日（水） 13時 30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟 2階 特別応接室 

○会見者 本田雄一 理事長・学長 

○会見項目  

【３キャンパス共通】 

・海外の大学との協定締結について………………………………………………… 〔資料 1〕 

 

【浜田キャンパス】 

・自己推薦入試出願受付について…………………………………………………… 〔資料 2〕 

・【高大連携事業】アカデミックインターンシップの開催について………………〔資料 3〕 

 

【松江キャンパス】 

・第 56回 飛鳥祭開催について………………………………………………………〔資料 4〕 

 

 

 

○資料提供 

項目 

 

【浜田キャンパス】 

・平成２８年度「フレッシュマン・フィールド・セミナー」開始について 

…………………………………………………… 〔資料 5〕 

【出雲キャンパス】 

・護身術講習会について……………………………………………………………… 〔資料 6〕 

 

 

 

○行事予定 

 

 

【浜田キャンパス】 

・保護者進路懇談会……………………………………………………………10月 30日（日） 

・はまだ灯………………………………………………………………………10月 26日（水） 

 

 

 

 

 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成 28年 11月 11日（金）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



H28.10.12 

定例記者会見資料 

国際交流課 無津呂（むつろ） 

TEL:0855-25-9063 

 

 

島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン

【資料1】 

韓国・世宗大学校との 

包括協定及び学生派遣協定の締結について 
2016.3 に本学の教職員が訪問。本学初のソウル所在大学との協定として、今後は相互に学生派遣

の促進が期待できる。2017.4 より学生派遣を開始予定。 

【経 緯】 

・2015.9 世宗大学校教養学部国際部門日語日文学学科長の李秉鎮（イービョンジン）先生

より交流の提案があった。 

          

 

 

 

 

 

 

【概 要】 

創 立 年 ：1940年  

学 生 数 ：11,287人（2014年） 

概要 ： 

 

ソウル特別市の東側、広津区にある私立大学。1940年に設立された京城女子専門学院を起源

とし、1978年に男女共学になり「世宗大学校」に改名され、1987年に大学校に昇格した。 

世界の30を超える国の様々な大学や研究機関と学生交流、学術交流の協定を結んでいる。 

大学には博物館があり、時代と分野別に韓国文化、伝統芸術、歴史に関する約5,000点の所

蔵品が展示されている。 

 

９学部（教養学、社会科学、経営学、ホスピタリティ・観光学、自然科学、生命科学、電子・

情報工学、工学、美術・体育教育学）、６大学院（37部門 修士課程41、博士課程37のプログ

ラムを提供）、また、アジアの言語、歴史、美術、政治、経済、開発学など、選択したコー

スを全て英語で学ぶアジア研究プログラムを開設している。 

 

教養学部の韓国語課程は2008年に開設され、語学堂の分校がある国（ベトナム１校、中国4

校）からの留学生が多い。語学堂の授業は韓国の大学進学を目指す学生が多いため、アカデ

ミックな内容になっている。また、夏と冬には、約10日間のプログラムを実施しており、韓

国語授業の他、韓国や北東アジアの豊かな文化を学び経験する機会を提供している。 

 

【所在地】 209, Neungdong-ro, Gwangjin-gu, Seoul, 大韓民国 

















 

 

台湾・世新大学との学生派遣協定の締結について 

【経 緯】 

2015.10   日本語学科の教員から交流の打診 

2016. 3   国際交流センター長ほか訪問協議 

2016. 6  包括協定締結 

 

 

【概 要】 

 創 立 年 ：1956年世界新聞職業学校として開校 1997年世新大学として改称（私立） 

学 生 数 ：11,000人 

学 部 数 ：新聞コミュニケーション学部(新聞学科、テレビ、放送、映画総合学科等） 

人文社会学部（社会心理学科、英語、中国語、日本語学科等） 

法学部、管理学部（情報管理学科、観光学科、経済学科、財務金融学科等） 

 

所 在 地 : 台湾台北市文山区木柵路一段17巷1号 

 

台湾の首都である台北市の郊外に位置している。 

ジャーナリストのための専門学校として設立され、新聞コミュニケーション学部は特 

に有名で台湾ではジャーナリスト関係研究を代表する大学とされている。 

 県立広島大学とも交流を行っている。 

  











  

 

【資料 2】 

 

 

 

 

 

 

自己推薦入試（総合評価型）出願受付開始について 

 

１．自己推薦入試（総合評価型）について 

従来の推薦入試（全国一般・県内一般）及びアドミッションオフィス入試を 27年度入試より一本

化し、総合評価型の自己推薦入試を実施しています。 

 この「総合評価」とは、総合課題、面接試験及び大学入試センター試験と提出された書類（志願 

理由書、出身学校の調査書）により、能力・適性、学習意欲、目的意識、表現力等を総合的に評価 

し、判定を行うものです。 

10月 24日(月)から 10月 28日(金)まで出願受付を行います。 

 

２．試験スケジュール 

  内 容 日 程 

出願期間 平成 28 年 10 月 24 日（月）～平成 28 年 10 月 28 日（金） 

総合課題 平成 28 年 11 月 12 日(土) 

面接試験 平成 28 年 11 月 12 日(土)～11 月 13 日(日) 

大学入試センター試験 平成 29 年 1 月 14 日(土)～1 月 15 日(日) 

合格発表 平成 29 年 2 月 8 日（水） 

入学手続期間 平成 29 年 2 月 9 日（木）～平成 28 年 2 月 15 日（水） 

 

３．出願資格 

次の各号をすべて満たす者とします。 

（１）平成 27年 3月から平成 29年 3月までに高等学校もしくは中等教育学校の後期課程を卒業した

者及び卒業見込みの者、または同期間に通常の課程による 12年の学校教育を修了した者及び修

了見込みの者 

（２）合格した場合には必ず入学することを確約できる者 

（３）学業成績の全体評定平均値が 3.5以上の者 

 

（参考：平成 28年度自己推薦入試実施結果）  

 

県内計 男 女 県外計 男 女

自己推薦入試(総合評価型) 75 87 (55) 86 (54) 78 (48) 78 (48) 0 (0) 78 (48) (30) (18) (30) (26) (4) 1.16 1.10 100.0%

実質

倍率

入学

手続率県内 県内 県内 県内

募集

定員

出願者数 受験者数 合格者数 入学手続き者数 入学辞退者数 入学者数
志願

倍率県内 合計
県内 県外

平成 28年 10月 12日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 坂田栄一郎 

電話 0855-24-2203 



 
 

自己推薦入試の概要について 

 

１．募集人員 

75 名 

 

 

 

 

２．選抜方法 

（１）概要 

総合課題、面接試験及び大学入試センター試験と提出された書類（志願理由書、出身学校の

調査書）により、能力・適性、学習意欲、目的意識、表現力等を総合的に評価し、判定。 

（２）各選抜方法について 

試験日 選抜方法 内 容 

11/12

（土） 

総合課題 

 

○模擬講義を実施 

○講義終了後に講義内容の再現能力、即応力、応用展開力を

みる社会科学系の総合課題を実施 

11/12（土) 

13（日） 

面接試験 

 

○出願書類に基づき、本人の能力・適性、学習意欲、目的意

識、表現力等を面接により総合的に判定 

○面接時間は 25 分程度 

1/14（土） 

1/15（日） 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験 

国語 必須 

地歴・公民  

  この中から 1科目を選択 数学 

理科 

英語 

(ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ有) 

必須 

 ※出願等について 

項 目 日 程 

出願期間 平成 28年 10月 24日（月）～平成 28年 10月 28日（金） 

合格発表 平成 29年 2月 8日（水） 

入学手続期間 平成 29年 2月 9日（木）～平成 29年 2月 15日（水） 

３．配点 

個別学力検査 大学入試センター試験 
合計 

総合課題 面接試験 国語 地歴・公 民 数学 理科 英語 

配点 300 点 配点 400 点 
100 (100) (100) (100) 100 

1000 

配点 300 点 

（注）表中の（ ）は、同種類の括弧の中から１科目を選択することを表します。 

募集人員の 45人を島根県内の高等学校等からの受験者から成績順に選抜し、次に募集人員の 30人

を島根県外の高等学校等からの受験者及び 45 人の選抜枠に入らなかった島根県内の高等学校等か

らの受験者から成績順に選抜。 

 



 

 

【資料 3】 

 

 

 

 

 

 

【高大連携事業】アカデミックインターンシップの開催について 

 

１．目的  

  日常の大学生活の一端を体験し大学で学ぶ姿勢を経験することで、入学前の「学生生活イメージ」 

とのギャップ解消や、自己の将来についてイメージを持つことで高校生活をより充実したものにして

いただくことを目的とします。また、この機会を通して本学への主体的な進路選択を促す一助となる

ことを意図し、昨年度に引き続き開催します。   

 

 

２．日程、参加校及び参加予定人数 

 参加日程 学年 人数（予定） 

江津高校 １０月１８日（火） ２年生 ３０名程度 

津和野高校 １０月２１日（金） ２年生 ３０名程度 

 

 

３．内容 

・受講講義を自由に選択して受講 

※通常の授業に参加するため、本学学生の履修登録状況により制限される場合あり 

・学生食堂での昼食 

・キャンパス内の自由見学 

・本学学生との交流 

・職員による、入試や学生生活、就職活動についての相談など 

 

 

４．その他 

  ・当日取材を希望される方は、本学教育研究支援部長 土井（0855-24-2282）まで事前連絡をお願

いします。 

 

平成 28 年 10 月 12 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 坂田栄一郎 

電話 0855-24-2203 



１年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年

国際政治学入門 赤坂 大講１ ○ ○

環境経済学 豊田 大講１ ○ ○ 日本思想史 井上（厚） 大演２ ○ ○ ○

比較文化論 渡部（望） 中講３ ○ ○ ○

中国経済論 張（忠） 大講２ ○ ○

経営管理論 田中 大講２ ○ ○

統計分析技法 松田 中講３ ○ キャリア形成Ⅱ 松尾 大講１ ●

生活時間構造論 藤原 中講４ ○ ○ ○

芸術学 八田 中講５ ○ ○ ○

日本朝鮮半島交流史 石田 中講２ ○ ○

哲学 大前 中講５ ○ ○

民法と家族 李（憲） 大講１ ○ ○

イギリス近現代史 渡辺（有） 大講２ ○ ○ ○

平和学基礎論 村井（洋） 中講２ ○ ○

※表中の学年の欄の●は必修科目、○選択科目、◎は自由科目、△は正規外授業科目を表示 （作成：平成２８年３月２５日）

※「英語ジャーナル購読」「多文化理解特別演習Ⅲ」「北東アジア地誌」「NPO活動論」「日本政治思想史Ⅱ」「消費流通経済論」「現代の経済」「アジア経済論」「現代企業論」「現代しまね学・実践Ⅱ」は平成２８年度は非開講とする。

※別記は裏面を参照すること
※教室等が変更になる場合があるので、学生情報システムを適宜確認すること

５時限目

自　１６：３０
至　１８：００

６時限目

自　１８：１０
至　１９：４０

４時限目

自　１４：５０
至　１６：２０

３時限目

自　１３：１０
至　１４：４０

２時限目

自　１０：４０
至　１２：１０

配当年次

１時限目

自　　９：００
至　１０：３０

科目名 担当 教室

配当年次配当年次

科目名 担当 教室科目名 担当 教室

配当年次

科目名 担当 教室

配当年次

平 成 ２８ 年 度 　秋 学 期 時 間 割 表

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

科目名 担当 教室

１０月１８日（火）

江津高校対象講義 １０月２１日（金）

津和野高校対象講義



 
島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン

平成 28 年 10 月 12 日 

 島根県立大学短期大学部 

松江キャンパス 教務学生課 

 担当者 宮
みや

苑
ぞの

仁
ひと

美
み

 

電話 0852-20-0216 

 島根県立大学短期大学部松江キャンパス大学祭 

     第 56回飛鳥祭『○まる○まるフェス～食
しょく

の秋？遊
あそ

ぶ秋？飛鳥
あすか

の秋！～』 の開催について 

１．期間 

平成２８年１０月１５日（土）～１０月１６日（日） 

２．開催行事 

 開会式      15日 10:00～  

 模擬店・展示発表 15日 10:00～16日 16:00 

飲食、物品販売ブース：15店舗 

展示発表      ：10団体 

その他、地元の飲食店や占い、体ほぐしのブースも出店 

 

 ステージ企画   15日 10:00～16日 16：00 

        学内団体のほかに、浜田 Cや近隣高校の学生団体、まつえ若武者隊による 

パフォーマンスなど 

 

 キッズコーナー  15日 10:00～16日 16：00 

        ふわふわドームやアクアボールのほか、スーパーボールすくいやあてくじなど 

の屋台、洗濯ばさみアートや光るどろだんごの創作コーナーなど 

 

 学友会企画     15日 15:00～、16日 13：45～ 

ビンゴを中心とした学生参加企画 

 

 後夜祭      16日 16:30～  

軽音楽サークルを中心としたバンド演奏、教員バンドも出演 

 

３．場所： 松江市浜乃木７－２４－２ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス 

  ４．主催者： 島根県立大学短期大学部飛鳥祭実行委員会 

  ５．実行委員長あいさつ 

今年度も無事に第５６回飛鳥祭を開催することができました。開催に当たり様々な場面でご協力頂きました

皆様、本当にありがとうございました。 

 さて、今年の飛鳥祭のテーマは「○○フェス～食の秋？遊ぶ秋？飛鳥の秋！～」です。皆さんは毎年「秋」

をどのようにお過ごしですか？きっと人それぞれ色々な楽しみ方があるのではないでしょうか。今年の飛鳥祭

では、色（しょく）フェス、楽（joy）フェス、遊（あそ）フェス、舞（my）フェスと題しました４つのフェ

スを企画しております。バンド演奏や子ども向けコーナー、大道芸やよさこい、石見神楽といった本学の学生

や浜田キャンパスの学生が活躍するステージ発表、個性豊かな模擬店があります。そして、地域の方々も外部

出店やパフォーマンスに参加され、飛鳥祭を盛り上げてくださいます！ 

 学生はもちろん、ご来場いただく全ての方々に「飛鳥の秋」を満喫していただけるよう実行委員一同準備し

てまいりました。皆さん、この２日間は存分に飛鳥の秋を楽しんでください！！ 

【資料 4】 
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◎お問い合せ：島根県立短期大学部 松江キャンパス（教務学生課） TEL.0852-20-0216　http://matsuec.u-shimane.ac.jp/　◎主催：飛鳥祭実行委員会

入場無料

平
成

28
年

10
月
15
日（
土
）・16
日（
日
）

～食の秋？ 遊ぶ秋？ 飛鳥の秋 !～

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス（
総
合
運
動
公
園
横
）

会

　場

●
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
15
分
頃

臨
時
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
ブ
ー
ス
に
よって
は
終
了
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

P

※最新情報を随時更新@hkm_skg 島根県立大学短期大学部 検索



〒690-0044 島根県松江市浜乃木7-24-2
TEL：0852-26-5525㈹　FAX：0852-21-8150
http://matsuec.u-shimane.ac.jp/

松江キャンパス
島根県立大学短期大学部

舞
楽

遊
色
年に一度の県短の秋、
　　　飛鳥の秋を満喫しよう!!

学生にとどまらない !
さまざまな場所から
パフォーマーが駆けつける!!

学生にとどまらない !
さまざまな場所から
パフォーマーが駆けつける!!

学生にとどまらない !
さまざまな場所から
パフォーマーが駆けつける!!

ちびっこからお年寄りまで楽しめる
企画が盛り沢山 !!
ちびっこからお年寄りまで楽しめる
企画が盛り沢山 !!
ちびっこからお年寄りまで楽しめる
企画が盛り沢山 !!

スペシャルな
景品付きの企画も…！
スペシャルな
景品付きの企画も…！

宝探しゲームなどの
多彩なこども向け企画 !
宝探しゲームなどの

多彩なこども向け企画 !
宝探しゲームなどの

多彩なこども向け企画 !

学生の個性（色）豊かな模擬店 !
地元の有名店舗も出店 !

学生の個性（色）豊かな模擬店 !
地元の有名店舗も出店 !

学生の個性（色）豊かな模擬店 !
地元の有名店舗も出店 !

フェスフェスフェス

フェスフェスフェス

「JOY」
フェス
「JOY」
フェス
「JOY」
フェス

「My」フェス「My」フェス「My」フェス

島根県立大学
短大学部

松江キャンパス

◉臨時駐車場◉

松江商業高校

湖南
中学校

総合運動公園

16日臨時駐車場

15日臨時駐車場

15日：湖南中学校横
16日：松江商業高校

山陰道

臨
　時

駐
車
場

9

9

ケンタッキー
FC

島根県立大学短大学部 松江キャンパス
市立病院

総合運動公園

JR松江駅
宍道湖

宍道湖大橋 くにびき大橋

JR
乃木
駅

島根ダイハツ

乃木小学校
農林高校

桧山トンネル

山陰道 中央ランプ
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平成 28 年度「フレッシュマン・フィールド・セミナー」開始 

～地域の課題発見と課題解決能力を習得～ 

 

島根県立大学総合政策学部では、平成 23年度より始まった「フレッシュマン・フィールド・セ

ミナー」が、今年度もこの秋学期から開講され、さる 10月 6日から授業が始まりました。学生が

初年次生の時点から社会に触れ、地域住民と接することを通じて、自らの学習目的を明確化し、

主体的に将来像を描く力をつけさせることを目的としています。 

このセミナーでは、学生が島根県内、浜田市、近隣地域等、社会のさまざまな現場（フィール

ド）に出かけていき、そのフィールドにおられる人々への調査を通じて地域の課題を発見し、そ

の課題の解決策を計画し、提案していきます。授業の流れは事前学習に始まり、フィールド調査、

調査結果分析、課題解決策の提案、成果発表のプロセスで構成されています。全 15回の授業のう

ち、概ね 10～13回を教室で行い、2～5回のフィールド調査を実施します。 

このセミナーは春学期のフレッシュマン・スキル・セミナーで学んだアカデミック・スキルを

活用しながら、課題発見と課題解決能力を身につけ、2年次から始まる専門教育への橋渡しをする

セミナーです。またグループ学習を実施するセミナーの場合、受講生は少人数のグループを組み、

協同作業による自発的で能動的な学びを実践していきます。学期末にはポスターセッション形式

の合同成果発表会を開催し、報告書を作成します。 

 

 

◆各クラスの担当教員の指導のもと、随時全受講生がクラスごとに地域の現場に出かけていきますが、

クラスによって取り組むテーマや取材・調査先は異なります。詳しくは、別紙の参考資料をご参照

ください。 

  

平成 28年 10月 12日 

島根県立大学 

事務局地域連携課 

担当：河部 

電話：0855-24-2396 

TEL:0855-24-2396


〈参考資料〉 

平成 28年度 フレッシュマン・フィールド・セミナー 

ゼミ名 テーマ・概要等 フィールド 

井上(厚)ゼミ 地方都市が今後生き残るためには、外部から来た
人間との共生が不可欠な時代になっている。積極
的に外に出て、大学の外に拡がる「多様性」を学
んでおきたい。具体的には、①島根県西部で最も
移住者との共生に成功している吉賀町柿木村と
の交流、②広島市内でカンボジア料理店を営むカ
ンボジア難民との交流、を通して、リアルな「他
者」との共生について学んでいきたい。 

・吉賀町柿木村 
・広島市 

瓜生ゼミ 【浜田の未来を探る～どうなる!?お米の生産と
消費…TPPも合わせて考える～】 
‟地域の活性化や振興”という目標が、実際の地

域社会とそこで生活している人々にどのような
影響を及ぼし、どのように受け止められているか
を調べ、その将来像を探ってみたい。 

・浜田市 

大橋ゼミ このセミナーでは、島根あさひ社会復帰促進セン
ター及びグラントワ（島根県芸術文化センター）
を取り扱います。目標は、島根あさひ社会復帰促
進センター及びグラントワの現状を調査し、現在
いろいろと取られている施策を考え、課題を発見
し、さらに出来得ればこれらをより活性化させる
ための策を提案することです。 

・島根あさひ社会復帰促
進センター 

・グラントワ（島根県芸
術文化センター） 

川中ゼミ 本ゼミナールでは、犯罪被害者やその家族の方々
のお話を伺ったり、支援機関を訪ねたりすること
で、犯罪被害者支援に実際とその課題を知り、犯
罪被害者中心の支援について考えていきたい。 

（調整中） 

久保田ゼミ 本ゼミナールでは、島根県を代表する中小企業で
ある株式会社岩多屋を調査対象として取り上げ
る。同社の取組を調査することを通じて、企業を
調査するうえでの手法を学ぶとともに、企業の抱
える課題やその解決策、企業の事業展開の取組み
について学ぶことを目的とする。 

・株式会社岩多屋 

齋藤ゼミ 「地域における高齢者福祉の現状と課題」 
全国的にも高齢化が進む浜田市で、要介護になる
前の高齢者の方々をどのように支えていくのか
を考えていきます。地域における高齢者福祉の課
題を多角的に理解します。 

・浜田市地域包括支援セ
ンター 

・浜田市社会福祉協議会 

田中ゼミ 本演習では、島根県内の企業を中心とした（場合
によっては行政、NPO 等）事業者へのヒアリング
調査を実施し、①対象企業の業務内容、経営課題、
主力商品、重点戦略等を理解した後、②当該企業
のマーケティング戦略（製品、価格、販売促進、
流通）について、各企業が具体的にどのような戦
略対応を行っているのかを事例調査を通じて明
らかにする。 

（調整中） 

豊田ゼミ 「地域資源を活用する地域産業の取り組み」 
中山間地域には豊富な地域資源があります。この
ゼミでは地域資源を積極的に活用しながら地域
経済を支える企業、団体の取り組みについて調べ
たうえで、学生ならではの視点を活かしながら課
題を挙げ、その課題解決に向けた改善提案を試み
ることを目的とします。 

（調整中） 



林ゼミ 本年度は、島根県石見地方のいくつかの企業に協
力いただき、当該企業の活動について現状と課題
を把握するとともに、学生ならではの視点を活か
した改善提案を試みることを目的とする。 

・浜田市やその近隣の地
域の中小企業 

林田ゼミ 防災には様々な取組みがあるが、この授業では特
に消防組織に焦点をあてる。県、市町村は、消防
団及び自主防災組織をどのように育成強化して
いるのか、これらの組織の連携、組織の活動環境
をどうやって整備し、地域コミュニティの防災体
制の強化を図っているのかを探る。 

・浜田市役所 
・島根県庁 
・消防署、消防団   

福原ゼミ・佐藤ゼミ 
（合同ゼミ） 

“北東アジア・国際関係” 
「戦争の記憶と体験（戦争と平和）」、「北東アジ
アの人びととの交流と共生」をテーマにした共通
のフィールド体験・学び・調査を行うことにより、
北東アジア地域研究、国際関係研究にまつわる初
歩的な諸課題を発見し、これらについての関連知
識を収集・整理して、課題の解決策を模索してい
くことを目的とする。 

・広島市 
・松江市 

藤原ゼミ ヨシタケコーヒーを活かした観光と地域活性 
〜「コーヒーの薫るまちづくり」のための調査研
究〜 
三浦義武氏の業績を掘り起し、それを物語として
育てつつある浜田市の観光課のご教示を得なが
ら、観光政策について学びたい。また、私たちも
さまざまのエピソードを発掘し、物語の創出、形
成に寄与したいと考える。 

・浜田市 

別枝ゼミ 「ふるさと納税とは何か－浜田市の場合」 
浜田市は 2015年に約 21億円の「納税」を集めま
した。この金額は第 1位の宮崎県都城市の集めた
金額のちょうど半分ですが、全国で第 10位にラ
ンクされました。浜田市の関係者や「返礼品」を
提供している数多くの業者にもインタビューを
行います。 

・浜田市 

光延ゼミ 選挙権の年齢が 18歳に引き下げられたことによ
って、若者の国政選挙における投票率はどのよう
になったのか。このクラスでは、2016年 7月 10
日の参議院選挙から 18歳以上にも選挙権が付与
されたことに伴って、新たに 240万人もの新有権
者が登場することになったことを踏まえて、20
代、30代の、いわゆる若者の、国政選挙における
投票率について調査研究（フィールドワーク）を
行う。 

・岡山市内 
・広島市内 

渡部ゼミ 津和野町における歴史を活かしたまちづくりの
取組みを調査し、課題を発見し、解決策を提案す
る。３回の現地調査を行い、現場の観察と、まち
づくりに携わっている人びとへの聞き取り調査
を通じて観光振興のための真の課題はどこにあ
るかを考え、津和野町の観光振興に役立つ提言を
考える。 

・津和野町 

（クラスは五十音順） 

※授業の進行の過程において、内容を一部変更する場合もあります。フィールド調査等の授業スケジ

ュールは、クラスによって異なります。 
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護身術講習会について 

 

１．目的 

   犯罪に巻き込まれることなく、安全な学生生活を送るため。 

 

２．日時 

   平成 28 年 10 月 19 日（水）9：30～10：30 

 

３．場所 

島根県立大学出雲キャンパス 体育館 

 

４．企画者 

   島根県立大学出雲キャンパス 学生生活委員会 

 

５．講師 

   出雲警察署生活安全課、かわと交番 

 

６．対象者 

   本学１年次生 約８０名 

 

７．その他 

   本学では、防犯対策として、毎年新入生オリエンテーション時に出雲警

察署、かわと交番の方にお越しいただき、防犯の講演を実施している。 

   島根県立大学生死体遺棄事件から７年が経過し、事件を風化させないた

めにも、再度防犯に対する意識を高めていくことを目的とし企画した。 

 

 

 

 

 

平成28年10月12日 

島根県立大学出雲キャンパス 

担当者：安立朋久・河瀬一美 

電 話：0853-20-0200(代) 


